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暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

八
月
は
お
盆
の
時
期
で
す
。
菩
提
寺
で
は
十
二
日
新
盆
精
霊
を
お
迎
え

等
特
別
法
要
を
行
い
、
合
わ
せ
て
檀
家
各
位
ご
先
祖
・
戦
歿
英
霊
の
回
向

法
要
を
行
い
ま
す
。
な
お
餓
鬼
と
云
わ
れ
る
、
供
養
を
し
て
も
ら
え
な

い
、
無
縁
の
仏
も
同
じ
く
本
堂
に
お
迎
え
し
て
供
養
を
行
い
ま
す
。 

  

釈
迦
仏
教
の
教
説
の
要
点 

㈠
真
理
を
さ
と
る 

（
自
我
な
ど
の
実
態
は
存
在
し
な
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
一
原
因
と
い
う
も
の
を
た
て
な 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

い
。
） 

 

諸
行
無
常 

 
 

（
全
て
の
も
の
は
う
つ
り
か
わ
る
。
） 

 

諸
法
無
我 

 
 

（
う
つ
り
か
わ
る
も
の
に
第
一
原
因
と 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

な
る
も
の
は
無
い
。
） 

 

涅
槃
寂
静 

 
 

（
お
の
れ
が
な
い
の
で
安
ら
ぎ
が
あ
る
） 

 

因 
 

縁 
 

 

（
一
切
の
も
の
は
全
て
因
縁
に
よ
り
生
ず 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

る
。
こ
れ
を
有
為
と
い
う
） 

㈡
現
代
社
会
の
住
み
や
す
い
共
同
体
を
形
成
す
る
為
の
「
四
正
勤
」
の
実 

 
 

 
 

 

 

践
と
は
次
の
と
お
り
。 

 

イ
、
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
悪
を
断
ち
切
る
。 

 

ロ
、
い
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
悪
は
起
こ
さ
な
い
努
力
。 

 

ハ
、
い
ま
だ
生
じ
て
い
な
い
善
を
生
じ
さ
せ
る
努
力
。 

 

ニ
、
す
で
に
生
ま
れ
て
い
る
善
を
育
て
る
努
力
。 

㈢
人
間
の
能
力
・
考
え
方
に
つ
い
て 

 

１
、
眼
に
見
え
る
も
の
や
、
証
明
出
来
る
も
の
が
全
て
で
あ 

 
 
 

る
と
す
る
考
え
方
。 

 

２
、
眼
に
見
え
な
い
も
の
や
証
明
出
来
な
い
も
の
で
も
指
針 

 
 
 

と
し
て
必
要
と
す
る
考
え
方
。 

 

３
、
ど
ち
ら
に
同
感
し
ま
す
か
？ 

㈣
人
生
訓
（
釈
迦
の
） 

 

イ
、
欲
望
の
充
足
が
幸
せ
と
思
う
人
が
多
い
。
病
に
な
り
死
に
直
面
し 

 
 

 
 

 
 
 

た
者
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
る
と
い
う
。
感
動
の
持 

 
 

 
 
 

ち
方
が
ち
が
う
。 

 

ロ
、
人
間
の
評
価
は
、
云
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
何
を
実
行
し
た
か
で 

 
 
 

あ
る
。
言
葉
で
期
待
さ
せ
実
行
し
な
い
で
落
胆
さ
せ
る
人
あ
り
。 

 
ハ
、
人
間
の
不
幸
や
罪
悪
の
根
源
は
、
自
己
中
心
の
自
我
の
執
着
に
あ 

 
 
 

る
。 

 

ニ
、
自
灯
明
・
法
灯
明
と
は
、 

 
 
 

人
は
自
分
の
意
志
で
生
ま
れ
育
ち
老
い
痛
み
死
ぬ
わ
け
で
は
な 

 
 
 

い
。 
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闇
を
逃
れ
て
光
を
求
め
る
か
、
光
を
増
幅
さ
せ
て
闇
を
無
く
す 

 
 

 

か
。
暗
い
と
不
平
を
云
う
よ
り
も
す
す
ん
で
明
か
り
を
つ
け
ま 

 
 

 
し
ょ
う
。
こ
れ
を
「
自
灯
明
・
法
（
釈
迦
の
教
え
）
灯
明
」
と 

 
 

 

い
う
。 

㈤
仏
像
理
解 

 

仏
像
と
は
、
願
い
や
思
想
が
こ
め
ら
れ
た
《
シ
ン
ボ
ル
》
と
し
て
尊
重 

 

す
る
。 

 

観
音
像
・
不
動
明
王
像
・
阿
彌
陀
如
来
像
・
地
蔵
菩
薩
像
等
。
古
代
イ 

 

ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
神
々
も
日
本
に
入
り
仏
教
化
さ
れ
た
（
前
号
で 

 

 

説
明
済
み
）
宗
教
は
知
的
で
あ
る
よ
り
も
感
情
的
で
行
動
的
な
現
象
で 

 

あ
る
。
入
信
し
て
か
ら
理
解
す
る
。 

 

仏
教
は
慈
悲
の
宗
教
で
、
慈
と
は
「
与
楽
」
楽
を
与
え
る
。
悲
と
は 

 

「
抜
苦
」
苦
を
除
く
と
い
う
。 

㈥
動
物
・
植
物
（
命
あ
る
も
の
）
の
進
化
と
人
間
の
実
態
。
動
物
と
植
物 

 

は
、
生
存
欲
充
足
に
ふ
さ
わ
し
い
体
を
つ
く
り
出
す
、
環
境
に
適
合
す 

 

る
。
赤
い
実
を
つ
け
る
植
物
は
鳥
に
実
を
提
供
し
、
鳥
は
広
く
野
山
に 

 

飛
ん
で
行
き
糞
と
一
緒
に
種
を
落
と
す
。
そ
の
種
は
芽
を
出
し
て
植
物 

 

は
成
長
し
広
く
野
山
に
育
っ
て
ゆ
き
子
孫
を
増
や
し
て
い
る
。
人
間
は 

 

自
ら
の
欲
望
に
よ
り
環
境
・
自
然
を
造
り
か
え
、
山
す
そ
を
く
ず
し
家 

 

を
建
て
る
・
環
境
や
自
然
を
破
壊
す
る
果
報
と
し
て
起
こ
る
災
害
を
公 

 

害
と
い
っ
て
い
る
。
仏
教
で
は
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
と
い
う
。
先
祖
の 

 

霊
は
大
自
然
の
中
に
宿
る
と
し
て
、
自
然
環
境
保
護
思
想
と
表
裏
一
体 

 

と
な
っ
て
い
る
。 

㈦
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
（
七
世
の
父
母
二
五
四
人
） 

 

以
前
に
こ
の
世
に
在
っ
た
先
祖
へ
の
心
遣
い
、
先
祖
か
ら
の
自
分
が
生 

 

き
て
い
る
時
間
に
つ
な
が
り
、
自
分
か
ら
子
孫
へ
と
つ
な
が
る
。
そ 

 

れ
故
に
こ
の
自
分
も
不
滅
で
、
先
祖
の
喜
び
も
満
足
も
自
分
を
経
て
子 

 

孫
達
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。 

 

供
養
～
回
向
と
は
ふ
り
む
い
て
先
祖
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
新
に
す
る 

 

こ
と
。 

㈧
ハ
ウ
ス
と
ホ
ー
ム 

 

イ
、
子
あ
ら
ば
子
に
つ
い
て
の
苦
楽
あ
り
。
子
無
く
ば
子
に
つ
い
て
の 

 
 
 

苦
楽
無
し
。
親
子
あ
れ
ば
親
子
に
つ
い
て
の
苦
楽
あ
り
、
さ
れ
ど 

 
 
 

親
子
無
く
ば
こ
の
世
に
人
の
姿
無
し
。
（
家
の
断
絶
） 

 

ロ
、
人
は
自
分
の
家
に
つ
い
て
は
苦
楽
を
共
に
背
負
う
こ
と
に
あ
る
。 

 
 
 

人
は
家
族
を
離
れ
ら
れ
な
い
。
子
で
あ
れ
親
で
あ
れ
苦
楽
を
共
有 

 
 
 

す
る
覚
悟
が
必
要
。
楽
を
追
い
求
め
苦
を
共
に
す
る
努
力
を
し
な 

 
 
 

い
と
家
意
識
が
う
す
れ
、
少
子
化
～
ホ
ー
ム
の
断
絶
に
な
り
、
そ 

 
 
 

の
結
果
は
無
縁
墓
地
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。 

㈨
戦
歿
英
霊
に
つ
い
て 

 

戦
争
に
行
き
戦
死
及
び
戦
病
死
し
た
人
達
を
戦
歿
英
霊
と
い
う
。
戦
争 

 

犯
罪
人
と
し
て
裁
判
を
受
け
、
刑
死
し
た
人
達
は
戦
歿
英
霊
と
は
云
わ 

 

な
い
と
思
う
。
靖
国
神
社
で
は
戦
歿
英
霊
を
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。 

 
総
理
大
臣
が
靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
と
近
隣
諸
国
が
猛
反
対
す
る
こ
と 

 

は
衆
知
の
通
り
。
戦
歿
者
の
実
家
で
仏
教
寺
院
の
檀
家
で
は
、
仏
と
し 

 

て
戒
名
を
つ
け
寺
の
墓
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。 

 

※
当
宗
派
の
総
本
山
で
は
以
前
よ
り
海
外
で
の
戦
歿
者
慰
霊
法
要
を
現 

 
 

地
で
行
っ
て
い
る
。 
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龍
藏
院
中
庭
造
園 

 

 真言宗智山派 管長猊下 龍蔵院 御来山 
 

真
言
宗
智
山
派
の
管
長
（
宗
派
を
管
理
す
る
最
高

責
任
者
）
猊
下
が
龍
藏
院
に
御
来
山
さ
れ
、
役
員

及
び
有
志
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
法
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た(

写
真
左
）
。 

龍
藏
院
の
応
接
室
脇
に
和
風
庭
園
を
造

園
し
ま
し
た
。
御
来
山
の
檀
信
徒
の
方

の
心
の
安
ら
ぎ
に
少
し
で
も
お
役
に
た

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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現
在
龍
蔵
院
墓
地
・
境
内
の
整
備
事
業
と
し
て
、
通
常
の
除
草
作
業(

写
真
１
）
に
加

え
て
、
墓
地
通
路
の
砂
利
敷
き
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す(

写
真
２
）
。
檀
家
各
家
の
墓

所
周
辺
の
通
路
が
作
業
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
来
年
中
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。 

 

墓
地
通
路
と
墓
所
の
境
界
が
不
鮮
明
と
判
断
す
る
場
所
並
び
に
墓
地
通
路
に
敷
石
が

あ
る
場
所
は
作
業
を
控
え
ま
す
の
で
、
砂
利
敷
き
を
御
希
望
の
檀
家
の
方
は
本
年
九
月

十
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
ま
た
、
砂
利
敷
き
を
希
望
さ
れ
な
い
方
も
同
日
ま
で

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
お
申
し
出
の
際
に
は
世
帯
主
等
の
家
を
代
表
さ
れ
る
方
が
い
ら
し
て
下
さ

い
。
書
面
に
て
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

 

 
 

〈 

主 

な 

行 

事 

） 

 

◆
一
月
五
日 

 

 
 

新
年
初
祈
願
護
摩
法
要 

 

◆
一
月
十
六
日 

 
 

初
墓
参
り
（
寺
へ
の
年
賀
） 

 

◆
二
月
十
五
日 

 
 

お
釈
迦
様
涅
槃
絵

し

ゃ

か

さ

ま

ね

は

ん

え 
 

◆
八
月
十
二
日 

 
 
 
 

盆
総
供
養 

 
 
 
 

新
盆
精
霊
特
別
法
要 

 
 
 
 

無
縁
精
霊
施
餓
鬼
会

せ

が

き

え 

 
 
 
 

檀
家
先
祖
代
々
各
霊 

 
 
 
 

戦
没
英
霊 

 
 
 
 

戦
災
殉
難
者
等 

 

◆
八
月
十
三
日 

 
 

墓
参
（
寺
へ
の
盆
供
） 

 

◆
春
秋
彼
岸 

 

◆
会
社
・
役
所
等
の
社
員
職
員
の 

 

研
修
会
申
込
次
第
随
時
行
い 

 

ま
す
。 

    

〈 

重
要
な
お
知
ら
せ 

〉 

写真１ 

写真2 


